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　４月、市の基本構想と「市民が暮らしてよ
かった」と実感できるまちづくりをさらに推
進するため、市役所の組織を大きく変更しま
した。多様性を受け入れ支え合う地域づくり
を推進するため「くらし創造部」を、住民異動
に伴う諸手続きなどの窓口サービスを強化す
るため「市民部」を、
子ども・子育てに
関する施策と支援
を一体化するため
「こども未来部」な
どを新設しました。

　円安や燃料価格の高騰、ロシア・ウクラ
イナ情勢などによる物価高騰に対応するた
め、国の地方創生臨時交付金などを活用し相
次いで市独自の支援策を実施しました。市民
を対象とした豊岡市省エネ家電買換補助金を
はじめ、中小企業者を対象とした省エネ設備
等導入支援補助金、農
林水産事業者への物価
高騰対策支援事業、学
校給食等の食材料費高
騰分の支援などを実施
し、市民の暮らしを守
る対策を講じました。

　北近畿豊岡自動車道「豊岡北ジャンクション・
インターチェンジ（仮）」（新堂）と「城崎温泉イン
ターチェンジ（仮）」（城崎町飯谷）の7.4㎞をつな
ぐ山陰近畿自動車道「城崎道路」が、2023年
度、国の直轄権限代行により新規事業着手され
ました。
　完成すると、災害
時でも機能する信頼
性の高い道路ネット
ワークが構築される
とともに、移動時間
の短縮に伴い観光
振興が期待されます。

　８月、台風第７号が襲来し、５年ぶりに市
災害対策本部を設置し、対策にあたりました。
避難所123カ所を開設し、土砂災害や河川の
氾濫などのおそれがある地域には避難指示や
高齢者等避難を発令しました。また、人的被
害としては２人軽傷、家屋被害としては、一
部損壊３件、床上浸
水２件、床下・土間
上浸水42件、そのほ
かに多くの公共土木
施設や農地農業用施
設、林道施設が被害
を受けました。

山陰近畿自動車道「城崎道路」新規事業着手、
災害時の代替路確保、観光振興に期待

台風第７号が襲来し５年ぶりに市災害
対策本部を設置、市内各地で被害発生

市民目線の行政を推進するため
市の組織を大幅に変更

物価高騰に対応するため、交付金を活用し
市独自の支援策を相次いで実施

　2024年度から５年間を取組期間とする第
５次豊岡市行財政改革大綱を10月に策定し
ました。これまでの行財政改革は「行政コス
ト削減」が中心でしたが、発想を転換して「行
政コスト削減と公共サービス向上との両立」
に主眼を置きます。また、目指す姿を「限ら
れた資本と多様性を活
かし、市民の視点で公
共サービスが持続可能
な状態で提供されてい
る」とし、今後、５つ
の取組みを柱として改
革を進めていきます。

市民本位の行政サービス提供を目指し
第５次行財政改革大綱を策定

　▲�省エネ家電買換補助金
は、電気代だけでなく
二酸化炭素排出量削減
も目指して行った

　▲�多様な市民との共創に
より、より良い公共
サービスに変えていく

　▲�組織変更に合わせ、レイア
ウト変更やデジタル機器を
導入した本庁１階窓口

　2023年１月から12月まで１年
間のできごとを振り返りました。
　皆さんにとっての 10 大ニュー
スは何でしたか？
 　2024年も良いニュースをお届
けできるよう願っています。

《問合せ》秘書広報課☎21–9035

　▲�山陰近畿自動車道「城崎道
路」の計画ルート

　▲�随時、災害対策本部を開
催し、被害状況の確認や
対応などを協議した
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進む小中学校統合、静修・高橋小が閉校、
竹野地域に小中一貫義務教育学校整備決定

　５月、山田川下流域に位置する下陰区の慢
性的な浸水被害を軽減する「福田排水機場」が
完成しました。本施設は、山田川の増水時に
２台のポンプで毎秒3.1ｔの水を奈佐川に排
水できます。地元主催で完成を祝う会が行わ
れ、区民や関係者など約50人が出席し、式
典やテープカット
などが行われまし
た。

豊岡市政

10大ニュース
2023年
（順不同）

　５月８日から新型コロナウイルスの感染法
上の位置付けが２類相当から５類になること
を受け、同日、2020年３月に設置した「豊岡
市新型コロナウイルス感染症警戒本部」を廃
止しました。また、制限緩和により市内各
地でイベントや行事が４年ぶりに通常どおり
行われるとともに、
本市への外国人観
光客が順調に回復
し、市内に活気が
戻ってきました。

　子育て世帯の経済的な負担軽減を図るため、
2022年に世帯の所得に関係なく外来医療費
を３歳児まで無料にしましたが、７月診療分
からさらに小学３年生まで拡大しました。

　2023年も「豊岡市立小中学校適正規模・適
正配置計画」に基づき、学校再編が進みまし
た。３月、静修・高橋両小学校が閉校し、そ
れぞれ日高・合橋小学校と統合しました。ま
た、９月には、25年度の開設を目指し、竹
野地域に施設
一体型小中一
貫の義務教育
学校を整備す
る方針を決定
しました。

新型コロナ５類移行で制限が大きく緩和、
地域や観光地に活気回復

子ども医療費無料化の対象を拡大、さらに
４歳〜小学３年生の外来医療費を無料に

下陰区の慢性的な道路冠水を軽減、
待望の「福田排水機場」が完成

　▲�柳まつりでは４年ぶりに豊
岡踊りが行われ、約2,000
人が参加した

　▲�高橋小学校閉校式

　DX推進による市民サービス向上の一環と
して、スマホやパソコンなどにより簡単に
行政手続きができるオンライン申請を本格的
に導入しました。就学前施設の申込み、出
産・子育て応援給付金申請、但馬空港航空運
賃助成申請などの手続きがいつでも、どこで
もできるようになりまし
た。また、本年実施した
市民対象の省エネ家電買
換補助金にも導入した結
果、データ整理などもで
き市役所の業務効率化に
もつながりました。

DX推進による市民サービス向上のため市役所
の各種手続きにオンライン申請を本格導入

　▲�いつでも、どこでも
行政手続きができる
オンライン申請

　▲�子育て世帯の経済的負担軽減となる子ど
も医療費の無料化

　▲�完成を祝いテープカットを
行う関係者


